
 

 

 

 

 

 

 

 

 

可児市地域公共交通網形成計画(案) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成31年●月 

 

可 児 市 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

目 次 

 

序．地域公共交通網形成計画策定の背景と目的 ......................................  1 

 

１．可児市の地域概況と公共交通の現状 ...................................................  2 

１）可児市の地域概況 ................................................................................  2 

２）上位・関連計画の整理 ..........................................................................  7 

３）公共交通の現状 .................................................................................... 11 

 

２．市民ニーズ等の把握 ................................................................................. 15 

１）調査実施概要 ....................................................................................... 15 

２）公共交通に関する市民アンケート ......................................................... 17 

３）乗降調査 .............................................................................................. 21 

４）バス利用者アンケート .......................................................................... 26 

５）交通事業者ヒアリング .......................................................................... 27 

６）各種団体ヒアリング ............................................................................. 28 

 

３．可児市における地域公共交通の主な課題 .......................................... 30 

 

４．持続可能な地域公共交通の形成に資する地域公共交通の活性化 

  及び再生の推進に関する基本的な方針 .............................................. 41 

１）可児市の交通将来像 ............................................................................. 41 

２）地域公共交通の基本方針 ...................................................................... 42 

 

５．計画の区域と計画期間 ............................................................................. 45 

１）可児市地域公共交通網形成計画の区域 .................................................. 45 

２）可児市地域公共交通網形成計画の計画期間 ........................................... 45 

 

６．計画の目標 .................................................................................................. 46 

 

７．計画の目標を達成するために行う事業・実施主体......................... 51 

１）公共交通の種類とサービス水準の設定 .................................................. 51 

２）公共交通ネットワーク形成の方針 ......................................................... 53 

３）交通結節点の整備方針 .......................................................................... 59 

４）公共交通の利用促進施策 ...................................................................... 61 

５）事業の実施スケジュールと実施主体 ..................................................... 65 

 

８．計画の達成状況の評価に関する事項 ................................................... 66 

１）評価・検証の考え方およびその手順 ..................................................... 66 

２）公共交通ネットワークの評価・検証 ..................................................... 67 

３）個別事業および路線単位の評価・検証 .................................................. 68 



 

 

 

 

 



1 

序．地域公共交通網形成計画策定の背景と目的 
 

可児市の公共交通は、鉄道がＪＲ太多線と名鉄広見線、バス等が東鉄路線バス、東鉄高速バス、

コミュニティバスのさつきバス、電話で予約バスおよび一般タクシーなど、多様な公共交通が共

存運行する中、平成 29 年 10 月 1 日より美濃加茂市コミュニティバスのあい愛バスが再編され、

古井駅－可児川駅線が可児市内の名鉄可児川駅へ新たに乗り入れが始まったことや、可児市コミ

ュニティバスにおいては平成 29 年 7 月より日曜日・祝日に運行する「おでかけしよＫａｒ Ｋバ

ス・Ｋタク」（※）の実証運行を経て、平成 30 年 4 月より本格運行を開始するなど、可児市内外

においてバス路線の新たな展開が進んでいる。 

また、ＪＲ可児駅、名鉄新可児駅周辺においては、「可児駅東西自由通路」、「子育て健康プラ

ザ」が平成 30 年春に完成し、可児駅前広場も平成 31 年（2019 年）秋に拡張整備が完了する予定

であり、今後はＪＲ可児駅と名鉄新可児駅を中心とした人の流れが大きく変わってくることから、

公共交通のターミナル機能を可児駅前に集約する環境が整いつつある。 

現在、可児市の公共交通計画は平成 25 年 6 月に策定した「可児市生活交通ネットワーク計画」

があり、平成 25 年 10 月には本計画に基づき、コミュニティバスの大幅な再編を実施した。上記

計画は平成 30 年 5 月に計画期間を満了したことから、これに代わる公共交通計画として、「可児

市地域公共交通網形成計画」を策定し、コミュニティバスだけでなく可児市内の多様な公共交通

が相互に連携し、可児市のまちづくりや観光振興等との連携を通じて持続可能な公共交通網を構

築することを目指すものである。 

 

 ※以下「Ｋバス」・「Ｋタク」とする。 
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１．可児市の地域概況と公共交通の現状 
 

１）可児市の概況 

①人口・世帯数の推移 

・可児市の人口は、昭和 45 年から平成 17 年にかけて大幅に増加した。その後は、平成 17 年か

ら平成 22 年にかけて減少したものの、平成 22 年から平成 27 年にかけては増加している。（（岐

阜県の自治体うち、平成 22年から平成 27年にかけて人口増加がみられた自治体は 6市町村。） 

・世帯数は一貫して増加しており、人口の増加を大幅に上回る増加率であるため、1 世帯あたり

の人員は昭和 35年の 5.49 人/世帯から平成 27年には 2.66 人/世帯と半分以下にまで減少して

いる。 

・可児市人口ビジョンでは、平成 32 年（2020 年）には人口を概ね 10 万人を維持し、平成 72 年

（2060 年）における人口を概ね 8万人を維持していくことを目標としている。 

 

図 人口・世帯数の増減状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：国勢調査 
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図 人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：可児市人口ビジョン 

②人口流動 

・主な流出入先は、名古屋市、美濃加茂市、多治見市、御嵩町、犬山市、小牧市などであり、名

古屋市、犬山市、小牧市、春日井市に対して大幅な流出超過となっている。 

 

図 主な流出入先（流出数、流入数のいずれかが 200 人以上のもの、平成 27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：平成 27 年国勢調査 
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③人口分布 

・夜間人口密度は、鉄道及びバス路線がある地域で比較的に高い。 

・65 歳以上人口密度（高齢人口密度）は、鉄道駅及びバス路線のある地域で比較的に高い。 

 

図 夜間人口密度（平成 27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※資料：平成 27 年国勢調査 

図 高齢人口密度（平成 27 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※資料：平成 27 年国勢調査 
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④大規模集客施設の立地状況 

・公共施設は市の全域に広く分布しており、鉄道駅およびバス路線のある所に立地しているもの

が多い。 

・病院はＪＲ可児駅/名鉄新可児駅または名鉄可児川駅付近に立地している。 

・高校・大学等はバス路線のある所に立地している。 

・大規模商業施設はほとんどが鉄道およびバス路線のある地域に立地している。 

・観光施設はバス路線のある地域に多いが、公共交通の利便が低いところに立地しているものも

多い。 

 

表 大規模集客施設の定義 

大規模集客施設の種類 大規模集客施設の規模等 

商

業

・

娯

楽

系 

商業施設 

 

店舗、飲食店、劇場、映画館、演芸場、

スタジアム、ホール、展示場、遊技場

等の不特定多数の人が利用する施設 

施設の床面積の合計が 3,000m2を超えるもの 

公

共

・

公

益

系 

公共施設（国、地方公共団体の拠点施

設：庁舎、文化施設、運動施設等） 

国、県、市が整備する公共施設で不特定多数が利用

する施設 

病院 全て 

高等学校、大学等 
高等学校、大学、短期大学、専門学校及びこれに類

する施設の全て 
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図 大規模集客施設の立地状況 

 

  

※鉄道駅から 1km、バス停から 300m を公共交通徒歩圏域と設定。なお、バス停とは東鉄バス、ＹＡ
Ｏバス、さつきバス、Ｋバス、あい愛バスのバス停であり、電話で予約バスの停留所は含まない。 

※資料：国土数値情報 
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２）上位・関連計画の整理 

①可児市第四次総合計画後期基本計画 

計画期間 平成 28 年度～平成 31 年度（2019 年度） 

計画の趣旨 少子高齢化に的確に対応するとともに、人口減少に歯止めをかけ、活力ある街

を維持していくためには、市民力、歴史、文化、自然などの様々な地域資源を活

用しながら、子育てがしやすく、元気な地域経済に支えられた安心・安全なまち

で、高齢になっても安気に暮らし続けることができ、若い世代をはじめ、誰もが

満足と幸せを感じて暮らすことができる住みごこちの良いまちを創り上げていく

ことが重要です。 

計画の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通に関す

る記述の概

要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：可児市第四次総合計画後期基本計画 
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②可児市総合戦略 

計画期間 平成 27 年度～平成 31 年度（2019 年度） 

計画の趣旨 今後も住み良い環境を確保し、将来にわたって活力ある社会を維持していくた

め、人口減少に歯止めをかけ、年齢構造の変化を最小限にとどめていかなければ

なりません。 

そこで本市では、市民力、歴史、文化、自然などの様々な地域資源を活用しな

がら、結婚・妊娠・出産・子育てがしやすく、元気な地域や経済に支えられた安

心・安全な暮らしができ、若い世代をはじめ、誰もが満足と幸せを感じて暮らす

ことができる住みごこちのよいまちを創り上げていくことで、人口の社会減、自

然減に対応していきます。 

計画の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通に

関する記述

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公民館（現 地区センター） 

※出典：可児市総合戦略 
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③第二次可児市都市計画マスタープラン 

計画期間 平成 28 年度～平成 38 年度（2026 年度） 

計画の趣旨 可児市第四次総合計画を踏襲し、地理的・交通的な好条件を強みに、自然、歴

史・文化、産業といった固有の地域資源も最大限に守り活かしながら、安全、快

適に暮らせる住環境や、活力ある産業環境を市民とともに創造していくものとし

て、これからの都市づくりに向けた本市の将来像を次のように設定する。 

【将来像】輝く人とまち人つながる可児 

【実現化する姿】住みごこち一番・可児 

～若い世代が住みたいと感じる魅力あるまちの創造～ 

計画の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通に

関する記述

の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：第二次可児市都市計画マスタープラン 
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将来都市構

造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※出典：第二次可児市都市計画マスタープラン 
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３）公共交通の現状 
①サービス水準の整理 

・本市の鉄道は、ＪＲ太多線、名鉄広見線の 2路線が運行している。 

・バスは、高速バス 2路線が本市と名古屋市を結ぶ路線として運行されているとともに、隣接市

町及び本市内を連絡する路線として東鉄バス 4路線、ＹＡＯバス、さつきバス 5路線、電話で

予約バス 7地区、あい愛バス 1路線が運行している。また、季節限定で東鉄バス花フェスタ記

念公園線が運行している。 

・市内特定の観光・文化施設と鉄道駅を結び、決まったルート・時刻で運行するＫバスと、地区

内の特定の駅、観光・文化施設をつなぎ、電話予約に応じて運行するＫタクは、日曜・祝日の

“市民のお楽しみの創出”につながる路線として、平成 29 年度中の実証運行を経て、平成 30

年 4 月より本格運行へと移行した。 

 

表 公共交通運行状況（平成 31 年 1 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：可児市ホームページ、東海旅客鉄道ホームページ、名古屋鉄道ホームページ、東濃鉄道ホームページ 

  

上り 下り 上り 下り
対距離制 5時台～0時台 38本 39本 5時台～0時台 37本 37本

犬山ー新可児間 5時台～23時台 72本 76本 5時台～23時台 73本 76本
新可児ー御嵩間 5時台～23時台 40本 40本 6時台～23時台 36本 36本
桜ヶ丘ハイツ～名古屋線 6時台～0時台 21便 21便 6時台～22時台 15便 15便
西可児～名古屋線 6時台～21時台 7便 8便 7時台～21時台 7便 7便
桜ヶ丘ハイツ線 5時台～23時台 32便 34便 6時台～21時台 24便 22便
緑ヶ丘線 7時台～18時台 4便 4便 土休日運休

八百津線 9時台～14時台 2便 2便
土休日運休
可茂特別支援学校休校日は各1便

緑系統 6時台～20時台 14便 13便 7時台～19時台 13便 11便
長坂団地系統 6時台～21時台 15便 13便 7時台～19時台 11便 10便
光陽台系統 6時台～21時台 7時台～19時台

対距離制 6時台～21時台 21便 21便 6時台～20時台 17便 17便
中心循環線 8時台～17時台 4便 5便
西部線 7時台～19時台 7便 6便
東部線 7時台～18時台 6便 7便
桜ケ丘線 7時台～16時台 4便 4便
兼山線 8時台～16時台
今渡・川合・土田地区
春里・姫治地区
広見東・中恵土地区
羽崎・二野・久々利地区
大森地区
下恵土・広見地区 最大9便 最大9便
帷子地区

9時台～17時台 4便 5便
今渡・川合・土田地区
広見東・中恵土地区
羽崎・二野・久々利地区
大森地区
下恵土・広見地区
帷子地区

あい愛バス 古井駅ー可児川駅線 均一制（100円） 7時台～19時台 7時台～19時台 年末年始運休

対距離制 10時台～15時台 4便 4便
4月第2土曜日～6月第4日曜日運行
平日運休

路線名 運賃

運行時間・便数
平日 休日

時間
便数 便数

時間

ＪＲ太多線（２駅）

Ｋバス

東鉄バス花フェスタ公園線

名鉄広見線

都市間高速バス（２路線）

東鉄バス（３路線）

東鉄バス帷子線（３系統）

さつきバス（５路線）

電話で予約バス（７地区）

ＹＡＯバス

Ｋタク（６地区）

対距離制

対距離制

対距離制

対距離制

均一制（200円）

均一制（300円）

均一制（200円）

1乗車300円
(帷子地区は200円)

Ｋバス・Ｋタク
共通1日乗車券
500円

最大9往復8時台～16時台

18便 14便

4便
最大9往復(1往復/時)

最大9往復
最大9往復(1往復/時)

ー

ー

ー

備考

ー

最大9往復
最大9往復(1往復/時)

最大9往復(便)

7便 7便

8時台～16時台

月曜日～土曜日運行
（祝日・振替休日・年末年始を除く）

日曜日・祝日・振替休日運行
（年末年始を除く）
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図 鉄道、バス路線網図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：可児市ホームページ、東海旅客鉄道ホームページ、名古屋鉄道ホームページ、東濃鉄道ホームページ 
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②公共交通の利用状況 

（１）鉄道利用者数 

・市内各駅の乗車人員は概ね横ばい傾向にある。 

 

図 市内鉄道駅乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（名鉄広見線の平成 29 年各駅利用者数は平成 31 年 1 月現在未公表のため平成 28 年利用者数を引用） 

※資料：可児市統計資料 

 

（２）路線バス利用者数 

・路線バス及び高速バスの路線全体及び概ねの路線で利用者数は減少傾向にある。 

 

図 路線バス等乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（バス年度（10 月～翌年 9月）集計、高速可児市役所前・名古屋線は平成 30 年 3 月 31 日をもって廃止） 

※資料：東濃鉄道系統別輸送実績 
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（３）さつきバス利用者数 

・中心循環線は増加傾向にあるが、路線全体としては概ね横ばい傾向にある。 

 

図 さつきバス乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：可児市統計資料 

 

（４）電話で予約バス利用者数 

・大森地区、下恵土・広見地区、広見東・中恵土地区では増加傾向にあるが、電話で予約バス全体

としては横ばい傾向にある。 

 

図 電話で予約バス乗車人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：可児市統計資料 
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